
薬子と人の一生
区　　分　　解　　　　　説　童使用する菓子　　　　ぎ　区　　分 �������解　　　　　　　　　説 �使用する薬子 

着　帯　の　現　実警三；だ宝器芸よ票こ器諾警霊斬れている。 ���厄白臥赤飯 三紅白つるの子もち �三　　　言快 　　　　」一＋＋ ��気　　概 �弼気全快したら内祝としてお見貫を用い／二人に返礼する。 �赤飯、つるの子餅、力臥最 中折、紅白讃頭、小倉ロール 

お七夜 出産祝ぉ宮参り器芸慧富農訟晰供輔抱きれて ���琵上 新築祝 ���棟祝 ・開店視 �豪の骨組みが出来たのを祝って大工、トヒ頓、．知人に祝酒をふ るまい、子供にもら等を投げる。 l ；粗戒、知人を招いてお祝をする。 �赤際、お供え、投げ臥妻子 折、四方餅、カステラ、他 ほ芸事讐警壷ア至写孟㌣主旨 毒ッ牽）′j、愈ロール、長崎カス」 テラ、他 

ひなの筋　　′　　　　　・－ ���垂臥華乱撃臥ひ空暫圭　子パ 
∃初節句 �よの耶句　誕生して始めて迎える女児の前句で3月3ロにお祝する。 ��机、引菓子（＿つ盛、ニッ盛、 五ツ盛） �ヨ　　′ i一－＋章病気見舞・産婦見舞 ���戚益のあるものを送り元気づける。 �長崎カステラ、小倉ロール、 菓子折、最中、他 

▲山　　　人－　　　　　　　　　　　　　　1 ��柏餅、ちまき、小倉ロール 

－ ��1 �五ツ盛）等ql岳 整琴茹這ニー一芸 赤飯、力餅 雲≡璧…警貞巨言二夜 ����会合の幣の茶葉子、訪問先への土虔 1年白＝紙時、5年日三木婚、10咋日工金舛鮪、ほ昨日三波 縛、15年目＝水晶特、20年目二陶器姫、25年目＝甜始、30年 目貫梁牙姫、40年目二毛複婿、45年日ユ絹絡、50年8＝三金婚、 �j和菓子全般、小倉ロール、長■■ 
「 昌高1才の誕生祝 声の享 ト－－ ！入学祝 ��董生もちを1升もちにつきか〃し型にして紅で形の文字を悪さ 風呂蜘こ包んで幼児に背負わせる。 男子は3才と5才、女児は3才と7才に毎咋巨日月158を吉例 としてお祝する。旨は男女とも3才を■璽置きの祝●男子の5 才を－はか土着の祝一■女子の7才を■帯ときの祝■として、う ぶすな坤に参り、子の成長を折柄した。 妨絶間から人草までの竿の喜びを祝う。 ������三崎カステラ、菓子折、拡中折、弓 テラ、他 

餌年頭ニダイヤモンド婚 

古来隠居の満月のロか季節の折れ白の中心で、亜要な行印が行 われてきた。8月は仲秋の名月とたたえられ、鋸田の収持物を 供え、自然と恵みと先祖の労苦への感謝を刺つす生産生癌と潔 く結びついた行車である。十五夜学13度8月15日、十三夜3 �　‾‾‾■■‾‾‾1 月兄だんご 

学校や繁族も祝ってくれるか、本人もお世話になった人運にお �����13暦9月13日。 符の始めを祝い、一一年の無嘔息災を折る。 

礼する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎カステラ、他　◆ �����哲お　　正　　月 ���のし臥お供え餅、切臥言上 餅　　　　モ 

読　取　祝机恥などお願った人達、お祝いを頂車た人に組・楓つるの子臥小倉ロー　ヨ」 」鵠　　　　するb　　　　　　　　　　　　　　　いレ、長崎カステラ、他 ���� �厄　　　　　　　除 ��数字の桧境の組合せ等から男子25才と42才、女子19才と33 才を厄厚としてこれを忌むといわれている。薫戒、友人を招い て厄除けをし／こり、神仏に祈願等する。 �　　‾‾州一▼－脚‾‾蓼 だんこ 

箋成　人　祝1月15…2けを紬こ人の門出を帆　　　雷（三笠讐シ豊艶ヲー ���� 
g－・－一㌔・一・一一 ．結　婚　祝削れた男女か晴れの人生の斬出発をする大切な儀式である。 ���／＼　・．・・．－　　　　　　　　　　　　　　　d �� 

童萎≒㍉描 �� ��人生は生者必滅であるから、一生を閉じた時は丁諒に弔い、以 後の年忌月には必ず披要を富み、黙憶を折るのか子孫の痛めで ある。 � ノ　ヽ � � �短　夜 �組成、紀昔、友人が集まり、故人をしのんで冥はを折る。 � 
－－■■■ ����� 

仁一生　祝 ��友人、知己を招いて内祝をする。 �赤飯、お菓子折、小倉ロール、 長崎カス竺L妄…室 　■▲ 　一一一■■ 藁署ノ雲丹打 五ツ盛）、他・＿＿．－．＿ j善喜 eま賛 ��仏事 法要 L 凄 お ���盛菓子、最中、茶菓子、他　■ 葬　礼 �　　　　　　　　　　　i 当6は宗派の儀式により手厚く繁られる。 �最中、おはぎ、他 

1 賀の祝 」 �退居祝　誓諾三‘竃㌘にかえる息で如返りとい、って60 膳上げi �俗界をはなれて、仏弟子となるように行う腹式 �小麦緑頭、最中、長崎カステ〕 ラ・おはぎ、つけこ、小倉ひ「■ ル 古希祝 �‘人生70古来緒也’の雷東から引用して■70才を迎えるとお き祝する。 

喜寿祝 �一点の字の祝■茸は蜃古体で七十七の組合せから満77才を通 えるとお税する。 ����法要き �切七臥218、35ロ、49臥百ケ8、3回忌、7回忌、13回 怠、23匹l忌、27【彗詠出回忌、37回忌、50回忌、川回忌 �小麦程頭、最中、長崎カステ ラ、おは邑つけこ、小舎ロー ル、他 

米寿祝 �米の享が八十八の組合せに見えるところから88才にお祝する。 l l．．山 序 �転迷開悟して得る世相を披韓とするいわれから、春分の8及び 秋分の日前後7日間行なわれる。自然を称え生物をいっくしみ 祖先を削、、感謝と樽見をこめて墓参する。 �叙措J小麦接頭・弧他ヨ 

白　寿祝 �白菊の由は首の字から－を取り除くという食味から99才にも 祝する。 

1 　0その他各行事等について舐穂談も・∨ただノやれば齢調整■いたしま l l ������盆 �先祖の冥柑士の苦蜜を救い、存生の繁粟を祈る行中で7月且3 8－i5日（旧暦又は1月おくれ）まで行う。 �秀へ川餅、線頚、・惣 


